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1. はじめに
インターネットを利用して旅行地の情報検索をする人

が増加している．ユーザは旅行地を検索するときに自ら
の理想となる旅行地のイメージを頭の中でキーワードに
置き代えて旅行地を検索している．たとえば，あるユー
ザが友人と旅行をしようと思って，「温泉」をキーワード
にして検索すると，全国の温泉地が検索結果として提示
される．提示された温泉地をより絞り込むために，ユー
ザはまた自らの理想となる旅行地のイメージに合いそう
なキーワードを見つけて検索する．この手順を繰り返し，
ユーザは目的に適合する温泉地を見つけていく．
しかし，この方法ではキーワードが適切でなかった場

合やイメージに合うキーワードが思い浮かばなかった場
合，自らの希望の旅行地が見つからない可能性がある．
たとえば，あるユーザが「緑の中の (森林の中の)温泉に
行ってみたい」と思い，「温泉　緑」をキーワードにして
検索した場合，温泉の湯の色が「緑」な温泉が検索結果
として出力される．これは，検索キーワードに適合する
が，ユーザの目的には適合しない．
本論文では旅行地に対するユーザのイメージを画像よ

り絞り込み，潜在的な要求を明確化する手法を提案する．

2. 旅行においての目的地設定
2.1 従来の旅行地推薦
本研究では，「京都府京都市」のような地図上の地名を

「目的地」と定義する．また同様に「城崎温泉」や「東京
スカイツリー」のような観光を楽しむ具体的な場所の名
前を「旅行地」と定義する．文献 [1]の研究では，ユー
ザは推薦を受けたいとき，希望の目的地を入力する．す
ると，以前ユーザが入力した旅行経験と目的地から計算
されたユーザの特徴に類似している他のユーザの旅行地
履歴から，希望の目的地にある旅行地が推薦される．こ
の方法では，ユーザの旅行経験や目的地の入力が必要と
なる．しかし，自らの目的に適合する旅行地がどこにあ
るかわからないユーザは，目的地を決められない．また，
目的地を設定すると，ユーザの理想に近い旅行地が別の
場所にあったとしても推薦されない．

2.2 抽象イメージを具体化した旅行地の推薦
目的地を設定して推薦される旅行地は必ずしもユーザ

の旅行目的を満たしているとは限らない．また，ユーザ
が旅行地に対して抱くイメージは毎回異なる．ユーザの
旅行目的を満たすためには，ユーザの旅行経験と目的地
から旅行地を推薦するのではなく，旅行ごとのユーザの
抽象的な旅行地に対するイメージを具体化した結果に基
づいて旅行地を推薦する必要がある．
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図 1: 手法の全体像

3. ユーザの旅行目的と嗜好の抽出と提示
3.1 画像選択による推薦旅行地の抽出
本論文では，ユーザの旅行に対する目的と嗜好に適合

する旅行をしてもらうため，潜在的な旅行に対する目的
と嗜好を抽出し，それに基づいた旅行地を推薦する手法
を提案する．本研究では，ユーザの潜在的な旅行地に対
するイメージを顕在化するために，画像を用いる．画像
には，旅行地の様子がそのまま写されている．そのため，
ユーザの旅行地に対するイメージを旅行地の雰囲気まで
含めて指定できる．また，画像には，目で見える以外の
旅行地の詳細情報が含まれていない．なので，地理的な
情報に惑わされることなく，画像選択からユーザの嗜好
や目的を抽出できる．
本研究の手法の全体像を図 1に示す．本研究では，ユー

ザの嗜好を推定するための「露天風呂」や「夕日」のよ
うな画像の被写体を表現する語をタグと定義する．一方，
ユーザは旅行目的を，「温泉」や「景観」などの，より抽
象度の高い，広いカテゴリで想定している．本研究では，
これを画像が持つ雰囲気であると考える．ユーザの旅行
目的を推定するための「温泉」や「景観」のような画像
に共通する雰囲気を示す語をカテゴリと定義する．本手
法で使用する画像は，複数のカテゴリに属しており，か
つ，複数のタグが付与されている．一様に配置したの画
像をユーザに選択してもらう．選択の偏りからユーザの
旅行に対する目的と嗜好を抽出する．抽出したユーザの
目的と嗜好をもとに旅行地を推薦する．

3.2 画像の拡大・選択と評価
画像選択画面の例を図 2に示す．本手法では，ユーザ

の旅行に対する目的と嗜好を抽出するために，ユーザが
選択画面から自らの旅行に対する目的や嗜好に適合しそ
うな画像を選択する．選択画面の画像は，サムネイルサ
イズなので細部を確認するには拡大しないといけない．
ユーザは，選択画面の画像にマウスポインタを乗せると
画像を拡大でき，画像をクリックすると選択できるもの
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図 2: 画像選択画面のイメージ
とする．ユーザは，気に入った雰囲気の画像があれば，
画像にマウスポインタを合わせ拡大し，さらに気に入れ
ば詳細を見るために，選択すると考えられる．これらの
振る舞いはユーザの興味を示すとみなす．
本研究では，特定の画像に対しユーザが興味を示す振

る舞いをとったとき，それをユーザが評価したと考える．
そして，画像が持つカテゴリやタグに点数を加点する．

3.3 旅行地の提示方法
初期値としてカテゴリやタグが一様に分布した画像の

集合を用意する．画像の選択を繰り返していくうちに，
カテゴリもしくはタグが一定数評価されたら，評価され
たカテゴリかタグが関連付けられた画像を絞り込む．た
とえば，ユーザが画像を拡大または選択をしていくうち
に，「温泉」カテゴリに属している画像を一定数評価した
ユーザに対しては，画像データベースから「温泉」カテ
ゴリに属している画像だけを絞り込み，表示する．こう
することによって，ユーザの旅行に対する目的や嗜好を
抽出しながら，適した画像をユーザに提供することがで
きる．画像を選択上限枚数選択し終えたら画像選択を終
了する．画像選択を終了した時点で，抽出されているカ
テゴリやタグをユーザの旅行に対する目的や嗜好とする．
旅行に対する目的や嗜好として抽出したカテゴリやタ

グは，単語になって抽出される．抽出された単語をキー
ワードとして既存の観光スポット検索を用いて旅行地を
検索する．検索すると，キーワードを口コミや旅行地情
報に含む旅行地が提示される．提示された旅行地から上
位複数の旅行地を推薦する．単一の旅行地ではなく，複
数の旅行地を推薦するのは，ユーザの旅行にとって地理
的に最適な場所を選んでもらうためである．たとえば，
カテゴリやタグを抽出した結果，「温泉」「露天風呂」「夕
日」「海」になったとする．抽出した単語をキーワード
に旅行地検索する．すると，このキーワードを要素とし
た「露天風呂から海に落ちる夕日が見える宿」のような
温泉地が複数提示される．提示された複数の温泉地のう
ち上位の温泉地がユーザに推薦される．

4. ユーザが用いる画像選択画面の構築
4.1 画像のカテゴリとタグの抽出
画像のカテゴリは旅行目的を問う一般的なアンケート

の設問 [2]にある選択項目を参考に決定する．決定した
カテゴリを用いて，カテゴリ名を含むWebサイトを検
索し，提示されたWebサイトからテキストデータのみ
を抽出する．抽出したテキストデータから形態素解析を
して名詞のみを抽出し，カテゴリと異なる名詞で，頻出
する名詞を一定数選び，カテゴリのタグとして使用する．
たとえば，カテゴリとして「温泉」をアンケートから

決定する．決定したカテゴリ「温泉」をキーワードとし

てWebサイトを検索する．検索の結果のサイトからテ
キストデータだけ抽出し，形態素解析をする．その結果
から抽出した名詞の中で，カテゴリ名の「温泉」以外の
一定数の頻出名詞を温泉カテゴリに属するタグとする．
頻出名詞が「露天風呂」「内湯」「温泉街」「旅館」「足湯」
であったら，これを温泉カテゴリに属するタグとする．

4.2 タグを複数含む画像取得と選択画面の構成
取得したタグを用いて，違うカテゴリのタグ同士を掛

け合わせて，タグの組み合わせを作る．組み合わせたタ
グをキーワードとして，画像検索を用いて，選択画面で
使用する画像を一定数取得する．タグの組み合わせを作
るのは，画像の複数の被写体をタグで表し，ユーザの旅
行に対する嗜好を正しく推定するためである．タグの組
み合わせを用いて画像を用意し，これらの被写体をタグ
として登録しておけば，間違って旅行に対する嗜好を推
定することを防ぐ．
また，このとき取得した画像には，画像検索を使用し

たときにキーワードとして組み合わせたタグが，そのま
ま画像のタグとして付与される．カテゴリは各タグが属
するカテゴリをそのまま引き継ぐ．たとえば，「温泉」カ
テゴリの「露天風呂」タグと「景観」カテゴリの「夕日」
タグの組み合わせから取得した画像は，「温泉」「景観」
カテゴリに属し，「露天風呂」「夕日」タグを付与される．
各タグの組み合わせごとに取得した一定数の画像を偏

りがないように，選択画面に配置して，画像の選択画面
を構築する．カテゴリの集合 {C1, C2,…, Ci,…}がある
とき，Ci が選ばれる確率を pi とすると，エントロピー
E = −

∑
i pi log2 pi が最大となるとき，カテゴリに偏り

のない画像の集合が得られており，多様なユーザに対応
できるといえる．画像の集合 {φ1,φ2,…,φk,…}の中
のφkが持つカテゴリを考える．すべての画像に対して，
カテゴリ Ci の出現数 n(Ci)を数え上げると，先の確率
pi は pi = n(Ci)/

∑
i n(Ci)で表されると考えられる．

ある時点で絞り込まれている，ユーザの好み
のカテゴリを {f1, f2,…, fm,…} とする．ただし
fm ∈ {C1, C2,…, Cn} である．任意の時点 t でエント
ロピー

Et = −
∑
m

pm log2 pm (1)

が最大になるように画像の集合を選択する．ただし

pm =
n(Cm)∑

m

n(Cm)
(2)

5. おわりに
本論文では，ユーザの旅行に対する嗜好と目的を抽出

し、その結果に基づいて旅行地推薦をする手法を提案し
た．今後は，本手法の有用性を検証していく予定である．
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